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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知って欲しい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。

現役最古の鉄道橋 JR左沢線最上川橋梁

アイ
ラブ

Vol.3
Ｉ

豊かな川の流れと澄んだ青空、そして歴史ある橋梁（５月撮影）

Ｊ
Ｒ
左
沢
線

　

最
上
川
橋
梁
の

�

歴
史

　

寒
河
江
市
と
中
山
町
の

間
を
流
れ
る
最
上
川
に
架

か
る
こ
の
橋
梁
は
、
現
役

で
活
躍
す
る
国
内
最
古
の

鉄
道
橋
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

も
と
も
と
は
明
治
２０
年

に
旧
東
海
道
本
線
の
木
曽

川
に
架
設
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
機
関
車
の
重
量
が
増

し
、
強
度
不
足
と
な
っ
た

た
め
、
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
と
山

形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

に
分
か
れ
、
大
正
１０
年
に

こ
の
場
所
に
移
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
２
つ
の
橋
梁

は
「
双
子
橋
」
と
呼
ば
れ
、

長
年
に
わ
た
り
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

設
計
は
イ
ギ
リ
ス
人
の

Ｃ
・
ポ
ー
ナ
ル
氏
。
イ
ギ

リ
ス
か
ら
技
術
と
資
材
を

輸
入
し
て
建
設
さ
れ
、
当

時
の
最
先
端
の
技
術
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
た
歴
史
的

に
も
構
造
的
に
も
貴
重
な

近
代
土
木
遺
産
で
す
。

「
お
す
す
め

�

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」

�

に
選
定

　

地
域
の
魅
力
的
な
景
観

を
紹
介
し
、
多
く
の
人
々

に
山
形
を
訪
れ
て
も
ら
お

う
と
、
地
域
の
魅
力
的
な

景
観
を
収
集
・
周
知
す
る

こ
と
を
目
的
に
県
が
実
施

し
て
い
る
「
や
ま
が
た

景
観
物
語　

お
す
す
め

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
に
、

最
上
川
中
山
緑
地
ピ
ク

ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
北
側
の
河

川
敷
か
ら
見
る
Ｊ
Ｒ
左
沢

線
最
上
川
橋
梁
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
点
か
ら
は
、
山

形
県
の
母
な
る
川
「
最
上

川
」、
出
羽
三
山
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
月
山
」、
そ

し
て
、
現
役
で
活
躍
す
る

国
内
最
古
の
鉄
道
橋
で
あ

る
「
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
最
上
川

橋
梁
」
を
一
度
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２０１６
平
成
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年
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今月の主な内容

心をひとつに「あおぞら太鼓」
（１５ページに関連記事）
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い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

長
寿
を
祝
っ
て
敬
老
訪
問

　
９
月
１５
日
、
佐
藤
町
長
が
数
え
年
９９
歳
以
上
に
な
る
ご
長
寿
の
ご
自
宅
を

訪
問
し
て
賀が

詞し

や
お
祝
い
金
な
ど
を
贈
呈
し
、
ご
家
族
と
一
緒
に
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

　
今
年
は
２
人
の
方
が
数
え
年
１
０
０
歳
を
迎
え
、
数
え
年
１
０
０
歳
以
上

の
方
は
１０
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
町
長
が
「
来
年
も
ま
た
お
祝
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、健
康
に
留
意
し
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、
ご
長
寿
の
皆
さ
ん
は

「
は
い
」
と
に
こ
や
か
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

東海林ヱイさん（下川）

長生きの秘訣

佐藤きみよさん（小塩） 鎌上 サトさん（柳沢） 森谷光五郎さん（金沢）

（敬称略）

氏　名 性別 数え年 地区名
渡邉　ツヤ 女 １０５ ひまわり荘
村山きゑ子 女 １０4 ひまわり荘
東海林ヱイ 女 １０4 下 　 川
松田　なつ 女 １０２ ひまわり荘
山下とくゑ 女 １０1 あ お ば
鈴木ともゑ 女 １０１ ひまわり荘
多田タゲヨ 女 １０１ ひまわり荘
鈴木　コウ 女 １０1 ひまわり荘
穗積　なを 女 １００ 土 橋
佐藤きみよ 女 １００ 小 塩
森谷光五郎 男 　９９ 金 沢
鎌上　サト 女 　９９ 柳 沢
鈴木たまの 女 　９９ 金 沢
今野　タカ 女 　９９ ひまわり荘
東海林つや 女 　９９ ひまわり荘
志田　 け 女 　９９ ひまわり荘

町内のご長寿の皆さん

　今回佐藤町長が訪問したのは、ご長寿を代表してこちらの皆さんです。

今年も大盛況
元祖芋煮会in中山

　すもものしずくちゃんマルシェでは、
缶バッジやＴシャツなど、すもものし
ずくちゃんをモチーフにしたグッズが
販売されました。

　平成２４年にすもも畑で発見され
たすもものしずくちゃん。
　これまでのしずくちゃんは、プ
ロフィール通りすもも２個分の手
のひらサイズで、町のイベントな
どに登場していましたが、もっと
町の人たちと触れあいたいと、こ
のたび大きくなりました。

よろしくで
すもも！

1会場には１，５００人もの来場があり、芋煮の元祖とされる芋棒煮の振る舞いや抽選会には長蛇の列ができてい
ました。2子どもたちに大人気のあゆつかみ取り。午前と午後の２回、会場内の池にそれぞれ３００匹のあゆが
放流されました。3すもものしずくちゃんマルシェではたくさんのお店が並び、来場者は買い物を楽しみました。

　
９
月
１０
日
、
最
上
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
「
第
９
回

　
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
中
山
町
が
芋
煮
会
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
、
発
祥
の
地
で
芋
煮
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
役
場
や
町
内
の
協
力
事
業
所
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
者
拡
大
を
目
指
し
、
職
員
が
業
務
中
に
オ
レ
ン

ジ
色
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
平
成
２３
年
度
か
ら
行
っ

て
お
り
、
６
年
目
の
今
年
は
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
来
場
者
は
年
々
増
加
し
、

今
年
は
昨
年
よ
り
２
０
０
人
増
の
約
１
５
０
０
人
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
江
戸
時
代
、
最
上
川
舟
運
の
船

頭
が
食
べ
て
い
た
も
の
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
芋
棒
煮
」
の
振
る
舞
い
の
ほ
か
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
、

町
商
工
会
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
や
風
呂
敷
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
す
も
も
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん
マ
ル
シ
ェ

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
商
工
会
青
年

部
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
す
も
も
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん
」

の
着
ぐ
る
み
が
お
披
露
目
さ
れ
、
し
ず
く
ち
ゃ
ん
が

会
場
内
を
練
り
歩
く
と
、
訪
れ
た
人
か
ら
は
「
か
わ

い
い
」
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
１
日
を
通
し
て
天
候
に
恵
ま
れ
、
訪
れ

た
人
は
、
秋
空
の
も
と
、「
発
祥
の
地
」
で
心
ゆ
く

ま
で
芋
煮
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

➡
これまでお聞きした、ご長寿の皆さんの「長生きの秘訣」をご紹介します。

・色んなものをまんべんなく食べること。よく噛んで食べること。
・身の回りのことは、できる範囲で自分でやること。
・あまり考えすぎず、悩まず、大らかな気持ちでいること。
・規則正しい生活をすること。

１ ２

３
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自
主

財
源

　36％
依存財源

　
64％

そ
の

他
の

経
費

　41％
義務的経費

 25％
投

資

的経費 34％

町 議 会 だ よ り
　町議会９月定例会が９月８日から１6日までの日程で開催され、次の内容について審議しました。

　町の一般会計と５つの特別会計の平成２７年度決算を認定しました（４ページで、平成２７年度決算に
ついて紹介しています）。

１．平成２７年度決算の認定

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億６，５９２万１千円を追加し、予算総額を５７億７７７万７千円とする
補正予算を可決しました。

２．平成２８年度一般会計補正予算（第２号）

　中山町教育委員会委員に今野裕恵氏（柳沢）を任命することについて同意しました。

５．教育委員会委員の任命

　中山町固定資産評価審査委員会委員に小松宏氏（小塩）を選任することについて同意しました。

６．固定資産評価審査委員会委員の選任

　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について可決しました。

４．条例の制定

　平成２８年度中山町特別会計補正予算について、次のとおり可決しました。

３．平成２８年度特別会計補正予算

区　　分 補正額 補正後の予算額 主な歳出補正の内容

国 民 健 康 保 険 ４，６１８万６千円 １４億８７２万４千円 給付基金積立金

後期高齢者医療 ３４万１千円 １億２，１４２万３千円 保険料等負担金

介 護 保 険 ４，６７５万７千円 １２億９，３４１万５千円 介護給付費準備基金積立金

農 業 集 落 排 水 １４５万２千円 ８，２２６万４千円 農業集落排水処理施設管理基金積立金

公共下水道事業 ２２０万９千円 ４億８，２３４万１千円 一般職給料等

７．平成２８年度中山町立中山中学校既存校舎解体工事請負契約の一部変更

変　更　前 変　更　後 変更理由

契 約 金 額 １億１，２５３万６千円 １億４，０５７万３，８８０円 普通教室の天井裏からアスベストが検
出されたため

決算 　町の一般会計と５つの特別会計の平成２７年度決算が町議会９
月定例会で認定されました。
　一般会計は前年度と比べて歳入（入ってきたお金）は７．２％増、
歳出（使ったお金）は７．０％増となりました。

一般会計

特別会計（歳出決算額）

　中山中学校新校舎建設に伴い、
中山中学校整備基金等からの取り
崩しがあり、繰入金が大幅に増加

（２億９，８８１万１千円）したほか、
地方消費税交付金、地方交付税等
も増加し、平成２６年度に比べ、
歳入全体でみると、７．２％（４億 
７，７５１万６千円）の増となりました。

国民健康保険特別会計…………１３億９，９１５万円
後期高齢者医療特別会計………１億１，４０３万円
介護保険特別会計………………１０億９，６８８万円

農業集落排水特別会計………………７，７０２万円
公共下水道事業特別会計………４億７，１０１万円

　中山中学校建設事業や長崎、
豊田小学校の施設改修などによ
り、投資的経費は前年と比較して、 
２７．２％（４億９，１８９万７千円）の
大幅な増となりました。
　また、消費喚起プレミアム商品
券の発行に伴う経費や、山形広域
環境事務組合負担金の増などによ
り、歳出全体でみると、前年と比
較して７．０％（４億４，１５５万５千円）
の増となりました。

基�金：特定の目的のために積み立て
たお金
繰�入金：他の会計や基金から移され
たお金
地�方交付税：国が集めた税金を市町
村の規模に応じて交付するお金

投�資的経費：道路や施設など、将来
に残るものに使われるお金

用語解説（歳入）

用語解説（歳出）

人件費
７億８，１６７万円
12％

地方交付税
１８億５，３８６万円
26％

町債
１３億４，９２０万円
19％

国庫支出金
７億８，９４６万円
11％

県支出金
３億１，０２６万円
4％

地方譲与税
４，２４０万円
1％

各種交付金
２億１，０５７万円
3％

町税
１０億１，３４２万円
14％

使用料・手数料・財産収入・
寄附金・諸収入
６億７，４１７万円
10％

分担金・負担金
４，９０４万円　1％繰越金　３億１１４万円　4％

繰入金　５億５６３万円　7％

扶助費
４億７，７１８万円
7％

公債費
４億２，８６５万円
6％

各種事業費・県営事
業負担金
２２億９，９５２万円
34％

物件費
６億４，６２５万円
9％

維持補修費
８，４１６万円
1％

補助費等
５億２，８２４万円
8％

災害復旧費 ２２５万円

積立金
２億７，９０６万円
4％

投資および出資金貸付金
５億８，０５０万円
9％

繰出金
６億５，４５７万円
10％

町議会だより
平
成
２７
年
度

７０億
９，９１５万円

歳入

歳出
６７億

６，２０５万円
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一般質問一般質問
問‌�

　
町
内
で
目
撃
さ
れ
、

対
策
を
ど
う
講
じ
た
か
。

答‌�

　
警
察
・
学
校
・
周
辺

地
区
の
総
代
や
町
関
係

部
署
な
ど
に
連
絡
し
迅

速
な
対
応
を
し
た
。
さ

ら
に
、
回
覧
用
チ
ラ
シ

と
「
熊
出
没
注
意
」
の

看
板
で
注
意
喚
起
し

た
。

問‌�

　
熊
の
生
態
調
査
を
実

施
し
た
ら
ど
う
か
。

答‌�

　
熊
の
行
動
範
囲
は
広

く
、
広
域
で
調
査
が
必

要
で
あ
り
、
中
山
町
有

害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
を
設
置
し
、
検

討
す
る
。

問‌�

　
今
後
の
具
体
的
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答‌�

　
豊
田
地
区
の
児
童
・

生
徒
に
熊
よ
け
鈴
を
配

る
。
看
板
の
増
設
、
熊

問‌�

　
全
国
中
学
生
選
抜
将

棋
選
手
権
大
会
で
県
勢

初
の
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
渡
邉
東は
る

英ひ
で

さ
ん
の
よ

う
な
文
化
活
動
に
対
し

表
彰
規
程
を
制
定
し
て

問‌�

　
町
災
害
時
要
援
護
避

難
支
援
プ
ラ
ン
の
進
展

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
、
関
連
機

関
と
の
連
携
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答‌�

　
平
成
２５
年
に
災
害
対

策
基
本
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
作
成
が
市

町
村
長
に
義
務
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
名
簿
か

ら
、
同
意
の
あ
っ
た
方

に
つ
い
て
、
避
難
支
援

等
関
係
者
に
情
報
提
供

し
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
要
配
慮
者
に
対
す

る
避
難
生
活
の
ケ
ア

は
、
町
内
３
か
所
の
福

祉
避
難
所
を
中
心
に
適

切
に
実
施
し
て
い
く
。

問‌�

　
障
が
い
者
の
必
要
な
生

活
用
具
の
備
蓄
は
十
分
か
。

答‌�

　
車
い
す
、
歩
行
器
、

介
護
用
品
、
収
尿
器
、

酸
素
ボ
ン
ベ
な
ど
は
備

蓄
し
て
い
る
が
、
他
の

物
資
や
機
材
な
ど
は
十

分
で
は
な
い
。

　

�　
今
後
、
備
蓄
あ
る
い

は
災
害
時
の
調
達
方
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問‌�

　
町
内
３
か
所
の
福
祉

避
難
所
は
ど
こ
か
。

答‌�

　
中
山
ひ
ま
わ
り
荘
、

ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

中
山
、
ケ
ア
ス
テ
ー
ジ

オ
レ
ン
ジ
長
崎
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

問‌�

　
要
配
慮
者
の
避
難
生

活
の
ケ
ア
の
方
法
は
。

答‌�

　
相
談
窓
口
を
設
置
し

健
康
相
談
や
心
の
ケ
ア

を
行
い
、
二
次
的
健
康

被
害
の
予
防
に
努
め

る
。
ま
た
、
視
覚
、
聴

覚
障
が
い
者
に
も
十
分

配
慮
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

堀
ほり

川
かわ

　政
まさ

美
み

 議員佐
さ

東
とう

　幸
こう

治
じ

 議員

熊
出
没
に
よ
る
山
麓
山
間
部
の
安
全

対
策
は

問文化表彰規程の制定に
ついて問

子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校
給
食
費

の
無
料
化
は
で
き
な
い
か

問
災
害
時
要
援
護
者
に
つ
い
て
、
万
が

一
の
場
合
の
対
策
は
万
全
か

問

対
策
協
議
会
を
設
置
し
住
民
の
安
全

を
図
る

答

芸術・文化活動表彰規程を
検討する答

現
在
の
と
こ
ろ
給
食
費
の
無
料
化
は

考
え
て
い
な
い

答
避
難
支
援
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
る

答 よ
け
剤
の
使
用
も
考
え

注
意
喚
起
を
強
化
す

る
。

問‌�

　「
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
」
の
整
備
状
況
は
。

答‌�

　
計
画
に
つ
い
て
は
本

問‌�

　
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
で
き
な
い
か
。

答‌�

　
保
護
者
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
給
食
の
食

材
費
の
補
助
と
県
の
補

問‌�

　
無
料
化
し
た
場
合
ど

の
位
の
財
源
が
必
要

か
。

答‌�

　
無
料
化
し
た
場
合
は

年
間
５
０
０
０
万
円
必

要
で
あ
る
。

問‌�

　
県
内
で
実
施
し
て
い

る
自
治
体
は
あ
る
か
。

答‌�

　
県
内
で
は
尾
花
沢

市
・
村
山
市
・
南
陽
市

が
第
３
子
か
ら
無
料
に

し
て
い
る
。

問‌�

　
全
国
で
１
２
２
か
所

の
自
治
体
が
補
助
制
度

を
実
施
し
て
い
る
が
、

中
山
町
で
は
ど
う
考
え

る
か
。

年
の
１０
月
初
旬
を
め
ど

に
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
被
害
状
況
に
応
じ

て
町
の
鳥
獣
対
策
実
施

隊
の
設
置
も
対
策
協
議

会
と
相
談
し
て
措
置
を

講
じ
て
い
く
。

助
制
度
も
利
用
し
負
担

軽
減
を
図
っ
て
お
り
、

学
校
給
食
費
の
無
料
化

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

答‌�

　
保
護
者
負
担
分
を
直

接
補
助
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
が
対
応
は

町
独
自
で
考
え
て
い

く
。

問‌�

　
町
長
の
考
え
て
い
る

「
子
育
て
支
援
策
」
の

目
玉
は
何
か
。

答‌�

　
子
育
て
は
、
社
会
全

体
で
支
え
る
べ
き
と
考

え
る
。
妊
産
婦
な
ど
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
策

を
実
施
す
る
た
め
に

「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

検
討
を
は
じ
め
、
子
育

て
環
境
の
整
備
に
努
め

る
。

は
ど
う
か
。

答‌�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

表
彰
規
程
を
見
直
し
、

芸
術
・
文
化
活
動
に
つ

い
て
も
含
め
る
方
向
で

検
討
す
る
。

問‌�

　
財
源
は
ど
う
す
る

か
。

答‌�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

同
様
、
一
般
会
計
よ
り

支
出
す
る
。

問‌�

　
表
彰
者
選
定
方
法
は

ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

答‌�

　
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
規
程

同
様
に
、
入
選
な
ど
全

国
に
つ
な
が
る
こ
と
を

基
準
に
す
る
。

新しい学校給食センター

熊出没注意看板優勝のお知らせ（中央公民館）

備えつけの車いす（保健福祉センター）
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問‌�

　「
い
も
煮
」
を
観
光

資
源
と
し
て
と
ら
え
、

ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答‌�

　「
い
も
煮
会
発
祥
の

地
」
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
も
っ
て
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
町
民
の
誇
り
と
な

る
食
文
化
と
し
て
今
後

磨
き
上
げ
て
い
く
。

問‌�

　
具
体
的
な
方
策
は
。

答‌�

　
①
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
食
育
・

出
前
講
座
な
ど
で
子
供

た
ち
へ
の
継
承
を
図
る
。

②�

せ
せ
ら
ぎ
公
園
を
中
心

と
し
た
い
も
煮
会
の
関

連
商
品
の
販
売
や
通

販
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
の
活

用
、
里
芋
ほ
か
食
材
の

地
元
生
産
拡
大
な
ど
を

通
じ
商
業
・
農
業
の
振

興
に
努
め
る
。

問‌�

　
熊
本
地
震
の
よ
う

な
、
活
断
層
に
よ
る
地

震
は
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

�　
「
山
形
盆
地
断
層
帯
」

問‌�

　
ご
み
焼
却
施
設
の
建

設
の
難
し
さ
を
実
感
し

て
い
る
。
今
後
は
焼
却

ご
み
減
量
対
策
に
真
剣

に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
現
在
飢
餓
人
口
が

８
億
人
に
も
な
る
一

方
、
食
品
廃
棄
物
が

年
々
増
え
て
い
る
。
こ

の
焼
却
廃
棄
物
を
抑
え

る
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答‌�

　
県
が
主
導
す
る
「
ご

み
ゼ
ロ
や
ま
が
た
推
進

プ
ラ
ン
」
と
の
連
携
と

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

捨
て
て
し
ま
う
「
食
品

ロ
ス
」
を
減
ら
す
こ
と

な
ど
を
呼
び
か
け
、
周

知
広
報
事
業
を
し
て
い

る
。

問‌�

　
学
校
給
食
で
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

か
。

答‌�

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
食
べ
残
し
削
減

を
目
的
と
し
た
食
育
の

取
り
組
み
、
調
理
方
法

の
改
善
や
献
立
の
工
夫

を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

る
。「
食
材
を
丸
ご
と

食
べ
る
献
立
」
な
ど

で
、
給
食
残ざ
ん
さ
を
減
ら

す
努
力
を
し
て
い
く
。

村
むら

山
やま

　隆
たかし

 議員西
さい

塔
とう

いく子 議員

「
い
も
煮
」
を
活
用
し
た
具
体
的
な

振
興
策
は

問
地震対策は万全か問

日
体
大
と
の
ス
ポ
ー
ツ
協
定
の
狙
い

は

問
通
学
路
の
安
全
確
保
対
策
に
つ
い
て

問
ご
み
ゼ
ロ
を
め
ざ
せ

問

「
い
も
煮
会
発
祥
の
地
」
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

答

地震・洪水などの防災マップを
検討する答

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
町
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
を
進
め
る

答
「
ご
み
ゼ
ロ
や
ま
が
た
推
進
プ
ラ
ン
」

と
連
携
し
て
減
量
に
取
り
組
む

答

③�

日
本
三
大
芋
煮
の
大
洲

市
や
津
和
野
町
と
の
交

流
を
行
い
な
が
ら
、
い

も
煮
会
の
ツ
ア
ー
を
企

画
す
る
な
ど
そ
の
商
品

化
を
図
る
。

問‌�

　
い
も
煮
を
通
年
型
観

光
資
源
と
し
て
考
え
て

は
ど
う
か
。

答‌�

　
町
内
の
飲
食
店
で
い

も
煮
を
年
間
を
通
し
て

提
供
で
き
る
環
境
が
整

問‌�

　
先
月
、
町
は
学
校
法

人
日
本
体
育
大
学
と

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
・
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
が
、

そ
の
狙
い
は
何
か
。

答‌�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る

教
育
資
源
を
有
効
か
つ

適
切
に
活
用
し
、
一
層

の
発
展
お
よ
び
更
な
る

社
会
貢
献
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

い
つ
つ
あ
る
。
今
後
こ

れ
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
。

問‌�

　「
い
も
煮
公
園
」
の

考
え
方
は
。

答‌�

　
昔
の
河
原
な
ど
、
い

も
煮
会
の
原
風
景
を
懐

か
し
く
思
う
。
洪
水
や

名
称
な
ど
の
問
題
も
あ

る
が
、
今
後
国
交
省
と

も
協
議
を
進
め
て
い

く
。

問‌�

　
具
体
的
な
進
め
方
は
。

答‌�

　
今
後
、
町
と
大
学

で
「
推
進
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
て
調
整
し
て

い
く
。
内
容
は
、
小
中

学
校
へ
の
指
導
者
の
派

遣
や
合
宿
な
ど
に
よ
る

町
と
大
学
施
設
の
相
互

利
用
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
講
師
の
派
遣
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育

成
、
生
徒
を
含
む
町
民

の
大
学
へ
の
訪
問
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

は
中
山
町
も
通
っ
て
お

り
、
今
後
３０
年
以
内
に

地
震
が
発
生
す
る
確
率

が
高
い
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
い
る
が
、
身
近

な
災
害
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
な
い
人
が
多
い

よ
う
に
思
う
。
地
震
対

策
と
し
て
住
民
が
見
や

す
く
わ
か
り
や
す
い
地

震
発
生
へ
の
備
え
と
防

災
マ
ッ
プ
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

答‌�

　
防
災
マ
ッ
プ
の
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
、

洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど

も
含
め
た
形
で
作
成
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

問‌�

　
耐
震
対
策
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

答‌�

　
耐
震
診
断
士
派
遣
事

業
と
木
造
住
宅
耐
震
改

築
事
業
補
助
金
交
付
を

制
度
化
し
、
耐
震
対
策

を
進
め
て
い
る
。

問‌�

　
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ

ス
ト
ッ
パ
ー
を
計
画
的

に
設
置
し
、
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答‌�

　
各
家
庭
で
実
施
し
て

も
ら
う
よ
う
啓
発
活
動

を
す
る
。

問‌�

　
災
害
時
に
援
助
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

答‌�

　
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
、

こ
の
う
ち
同
意
の
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
、
区

長
、
民
生
委
員
な
ど
に

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。 今年の「元祖芋煮会in中山」の風景家具の転倒防止ストッパー

焼却ごみ

　

�　

町
で
は
道
路
管
理

者
、
警
察
、
学
校
、
安

全
指
導
員
な
ど
か
ら
な

る
「
中
山
町
通
学
路
安

全
推
進
会
議
」
を
年
２

回
開
催
し
、
危
険
箇
所

の
確
認
を
し
て
い
る
。

答

今
年
も
８
月
１
日
に
開

催
、
長
崎
地
区
７
か

所
、
豊
田
地
区
２
か
所

の
危
険
箇
所
の
確
認
を

し
た
。
そ
の
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
。

一般質問一般質問
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大きな地震に備えて

家具の「転倒」や「落下」を防ぐ

家屋の耐震性をチェック

「収納」や「配置」を工夫する

「わが家の安全点検」をしましょう
　「山形盆地断層帯」をご存知ですか。これは、県内の主要な断層帯の１つで、町内の西部地域を縦断
しています。今後３０年以内に、この活断層を震源とする大規模地震が発生する可能性があるとされ、地
震が発生した際は町内全域で震度６強から７の地震が発生すると予想されています。
　はげしい揺れは、部屋の中の家具を凶器に変えるおそれもあります。万が一の事態に備えて、今のう
ちから家庭でできる家具の転倒防止対策や配置の工夫などを行い、被害を減らしましょう。

❶ 築年数
　�　建築基準法が改正され、耐震基準が強化されたのは１９８１（昭和５６）年６月のことです。それ
以前に建てられていれば耐震性が低いおそれがあります。

❷ 過去の災害履歴
　�　過去に地震、風水害などの災害に見舞われていると、外見からは分からないダメージを受け
ている場合があります。

❸ 地盤の強度
　�　軟弱な地盤に家が建っていると同じ震度の地震でも揺れが大きくなります。埋立地・低湿地・
造成地、地下水位が高く液状化の危険性がある地盤などは注意が必要です。

❹ 基礎の種類
　�　基礎は建物と一体となって地盤の揺れに抵抗します。鉄筋コンクリート作りの堅固な基礎で、
建物としっかり一体となっていれば強い基礎といえます。

❺ 壁の配置
　�　木造住宅は壁が多いほど揺れに強いと考えられます。また壁が東西南北全ての面に配置され
ていることも大切です。一面がほとんど窓などの時は注意が必要です。

❻ 建物の形
　�　平面的にも立体的にも、凹凸の少ない単純な形の建物は比較的安全です。凹凸の多い複雑な
建物や、大きな吹き抜けがある建物は注意が必要です。

❼ 老朽度
　�　基礎が腐っていたり、シロアリによる被害があったりする建物は非常に危険です。また、建
具の立てつけの不具合、柱や床の傾きなども老朽化が考えられます。

下記のホームページでも、簡易耐震診断ができます。

日本建築防災協会「誰でもできるわが家の耐震診断」
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wagayare/taisin_flash.html

　直下型地震のはげしい揺れは、家具を転倒させるおそれがあります。特に、古い家屋では、
きちんと耐震診断をして、問題があれば補強工事などを行いましょう。

「Ｌ字金具」などを利用する

「ストッパー」などを利用する

「開放防止器具」などを利用する

「チェーン」などを利用する

　たんすなど背の高い家具
は、Ｌ字金具で鴨居などに
固定する。家具と天井の間
に設置するつっぱり棒タイ
プの器具もあります。

　家具の下部前方に、くさ
び状のストッパーを挟み込
み、家具を壁面に傾斜させ
る。

　食器棚などの扉に開放防
止器具を取り付ける。また、
棚板に滑り止めシートを敷
いたり、ガラス部分に飛散
防止フィルムを貼る。

　１本のコードでつるす照
明器具は、チェーンなどで
３か所以上留めて補強する。
照明器具は天井に直接取り
付けるものがより安全です。

重いものは下に収納する

寝室は家具を減らす

出入口や通路に物を置かない

家具の少ないスペースをつくる

　重心を安定させるために、重たいものは下
に、軽いものは上に収納する。また、なるべ
く棚にすきまをつくらないようにする。

　特に、子ども、高齢者、障がい者などが就
寝中に倒れた家具の下敷きにならないように、
寝室にはなるべく大きな家具を置かない。

　出入口や通路をふさぎ、避難の妨げになる
ような場所に物を置かない。家具が倒れたと
きに備えて向きも考慮する。

　いざというときに、家族が家具の転倒や落
下を避けて集まることができる家具のない（ま
たは少ない）安全なスペースを確保する。
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月の休館日： 月 日 月

入浴営業時間 １０月～１２月末日

早朝６時から営業いたします

広
　
告

元元
祖祖
芋芋
煮煮
会会

元
祖
芋
煮
会

中中
山山

iinnin

中
山

九
月
第
二
土
曜
日
は
「
中
山
町
芋
煮
会
の
日
」

九
月
十
三
日
、「
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
」
が
、

最
上
川
中
山
緑
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
町
で
は
、「
新
イ
ベ
ン
ト
検
討
会
」

を
設
置
し
、
当
町
の
特
徴
を
生
か
し
た
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
よ
う
と
、
四
回
に
わ

た
っ
て
検
討
会
を
開
催
。
そ
の
結
果
、「
芋
煮

会
発
祥
の
地
」
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
検

討
会
の
案
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案

を
基
に
、み
ん
な
で
最
上
川
の
川
原
に
集
ま
っ

て
芋
煮
会
を
開
き
、「
発
祥
の
地
」
の
原
点
を

振
り
返
っ
て
芋
煮
会
の
文
化
を
再
認
識
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
で
あ
る

九
月
の
第
二
土
曜
日
を
「
中
山
町
芋
煮
会
の

日
」
と
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
近
所
の
人
や
職
場
の
仲

間
な
ど
と
と
も
に
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
各

自
芋
煮
の
材
料
を
持
ち
寄
り
、
会
場
に
用
意

さ
れ
た
か
ま
ど
で
思
い
思
い
に
調
理
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
芋
煮
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
昔
、
最
上
川
舟
運
の
終
点
で
あ
っ

た
長
崎
の
地
で
船
頭
た
ち
が
味
わ
っ
て
い
た

ぼ
う
だ
ら

芋
煮
の
元
祖
と
言
わ
れ
る
棒
鱈
の
入
っ
た
芋

煮
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
中
山
町
史
」
の
執
筆
に
携
わ
っ

た
村
形
喜
男
さ
ん
と
山
形
放
送
（
Ｙ
Ｂ
Ｃ
）
の

芳
賀
道
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
芋
煮
会
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
は
、
芋
煮
会
の
始
ま
り
な
ど
に

関
す
る
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
芋
煮
会
ク
イ
ズ
や
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
な
ど
の
催

し
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

ミニライブも盛り上がりました

船頭さんが棒鱈芋煮をふるまう

村形さんの話に芳賀アナウンサーも納得の表情

（３ ） 20.10.15

第１１5話　達磨寺村の医師

　

達
磨
寺
村
の
斉
藤
栄
庵
は
、

代
々
医
業
を
営
み
な
が
ら
村
役
を

務
め
た
医
師
で
す
。

　

享
和
元
年
（
１
８
０
１
）、
村

山
郡
に
百ひ
ゃ
く
し
ょ
う
い
っ
き

姓
一
揆
の
動
き
が
見

え
た
頃
、
御お
ふ
れ
が
き

触
書
の
請う
け

書し
ょ

の
中

に
「
栄
庵
」
の
名
が
あ
り
、
幕
末

の
嘉
永
年
間
に
は
百
ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

代だ
い
、
安

政
３
年
（
１
８
５
６
）
に
は
苗
字

を
付
す
よ
う
に
な
り
、
万
延
元
年

（
１
８
６
０
）
に
は
名
主
格
の
百

姓
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、天
保
５
年（
１
８
３
５
）

の
墓
碑
に
は
、「
栄
屋
道
医
居
士
」

の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栄
庵
の

先
代
ま
た
は
先
々
代
に
も
医
業
を

営
ん
だ
人
が
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

斉
藤
家
で
は
、
新
宅
建
築
の

折
、
古
屋
に
様
々
な
医
療
器
具
や

医
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
と
い

う
の
で
す
が
、
時
代
を
経
て
逸
散

し
た
の
が
大
変
惜
し
ま
れ
ま
す
。

　
原
田
元
順
は
、
文
化
元
年
（
１

８
０
４
）
達
磨
寺
村
の
名な

主ぬ
し
原
田

市
郎
左
衛
門
家
に
生
ま
れ
、
江
戸

の
馬
島
家
で
医
術
を
修
め
た
医
師

で
す
。

　
帰
郷
後
、
無
医
村
で
あ
っ
た
金

沢
村
で
開
業
し
ま
し
た
。
近
村
に

医
師
の
い
な
い
こ
と
か
ら
、
住
民

に
慕
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
元
順
は
医
業
の
か
た
わ

ら
、
近
隣
の
子
弟
百
余
人
の
教
育

に
あ
た
り
、漢
字
、書
道
の
ほ
か
、

当
町
で
は
初
め
て
、
英
語
を
教
え

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
順
は
、
明
治
５
年
８
月
に
６９

歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
金

沢
地
区
の
白
山
神
社
入
口
に
原
田

元
順
夫
婦
の
酬
恩
碑
が
あ
り
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

百
姓
一
揆
…
江
戸
時
代
、
農
民
が

領
主
・
代
官
の
悪
政
や
過
重
な
年

貢
に
対
し
て
集
団
で
対
抗
し
た
運

動
の
こ
と
。

御
触
書
…
江
戸
時
代
、
為い

政せ
い

者し
ゃ

の

命
令
を
庶
民
に
伝
え
た
公
文
書
の

こ
と
。

百
姓
代
…
江
戸
時
代
の
村
役
人
で

名
主
、
組く
み
頭が
し
らと
合
わ
せ
て
村
方
三

役
と
呼
ば
れ
た
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

金沢老人クラブ白寿会
金沢地区は、町南西部に位置する、
人口７５３人（２２３世帯）の地域です。
（平成２８年９月末現在）

金沢地区

今から８年前…
2008年（平成20年）

『元祖芋煮会in中山が
スタート』

Time Slip
vol.30

　
今
年
で
９
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
「
元

祖
芋
煮
会
in
中
山
」（
今
年
の
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
は
２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　
第
１
回
目
は
、
平
成
２０
年
９
月
１３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、「
中

山
あ
ゆ
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
１９
年
に
町
の
特
徴
を
生
か
し
た

新
た
な
も
の
を
企
画
し
よ
う
と
「
新
イ
ベ

ン
ト
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
最
上
川
の
河
原
に
集
ま
っ
て

芋
煮
会
を
開
き
、「
芋
煮
会
発
祥
の
地
」

の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
芋
煮
会
の
文
化
を

再
認
識
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
併
わ
せ
て
、
９
月
の
第
２
土
曜
日
を
「
中
山
町
芋
煮
会

の
日
」
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
「
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
」
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

会
場
に
は
友
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
と
一
緒
に
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、

仲
間
と
共
に
芋
煮
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

金沢老人クラブ白寿会役員の皆さん

見守り活動の際は、黄色のビ
ブスとキャップを身に付けます。

　
金
沢
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
（
渡
辺
利

明
会
長
）
は
、
金
沢
地
区
の
６５
歳
以
上

の
方
で
構
成
さ
れ
る
、
昭
和
３６
年
発
足

の
歴
史
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
発
足
以
来
、
地
区
内
外
の
行
事
や
老

人
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
ほ
か
、
自
治
会
と
協
力
し
て
介
護
予

防
運
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
く
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
田
小
学
校
児
童
の
交
通
安

全
や
犯
罪
防
止
の
た
め
、
平
成
１３
年
か

ら
約
１５
年
に
わ
た
り
、
下
校
児
童
の
見

守
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
は
学
年
ご
と
の
下
校
時
間
に

合
わ
せ
、
日
替
わ
り
で
３
～
４
人
体
制

で
実
施
。
こ
の
活
動
が
き
っ
か
け
で
子

ど
も
会
活
動
へ
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
世

代
を
越
え
た
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
参
加
し
て
い
る
方
は
、「
う

ち
の
孫
は
も
う
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
け
れ
ど
、
自
分
の
孫
を
見
守
る
よ
う

な
気
持
ち
で
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」、

「
児
童
た
ち
も
私
た
ち
の
顔
を
覚
え
て

く
れ
た
よ
う
で
、
見
守
り
活
動
の
と
き

以
外
に
も
、
会
う
と
挨
拶
を
し
て
く
れ

る
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
８

月
３１
日
、「
第
５１
回
山
形
県
老
人
福
祉

大
会
」
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
活
動
が

顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
さ

れ
、知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
は
、「
歴
代
の
会
長
は
じ
め

会
員
の
皆
さ
ん
が
社
会
福
祉
の
た
め
に

行
っ
て
き
た
活
動
が
評
価
さ
れ
大
変
嬉

し
く
思
う
。
今
後
も
社
会
貢
献
の
た
め
、

ま
す
ま
す
充
実
し
た
活
動
に
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

平成２０年１０月１５日号
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T o p i c s ひまわり広場

まちの人口
（９月末現在）

人　口 人11，660 （前月比＋14人）

（男5，691人、女5，969人）

世帯数 世帯3，652 （前月比＋10世帯）

人の動き
（9月届出分）

出生1人　転入30人

死亡11人　転出6人

町青少年育成町民会議が渡邉東
はる
英
ひで
さんを表彰

町議会９月定例会でＰＲポロシャツを着用

１０月２４日から
デマンドタクシー「スマイルグリーン号」が運行します

　８月２６日、中山町青少年育成町民会議（鈴木政明会長）から、
全国中学生選抜将棋選手権大会優勝の快挙を称え、渡邉東英さ
ん（中山中１年）に表彰状が贈呈されました。
　渡邉さんは、上記大会での優勝に続き、プロ棋士への登竜門
とされる新進棋士奨励会に見事合格。今後は月に２回上京し、
さらなる上達を目指します。
※�渡邉さんの快挙については、広報なかやま９月号で紹介して
います。

　中山町議会９月定例会初日の９月８日、
芋煮会発祥の地であることを町を挙げてＰ
Ｒしようと、佐藤町長、町議１０名をはじめ
出席者全員がリニューアルされたばかりの
芋煮会ＰＲポロシャツを着用して本会議に
臨みました。
　町議会での審議の内容は５～９ページに
て紹介しています。

　中山町から明治、大郷地区を通り山形市へ
行く予約制のデマンドタクシー「スマイルグ
リーン号」の運行が決まり、現在利用者の登
録を受け付けています。
　スマイルグリーン号は予約が必要ですが、
乗り換えなしで山形県立中央病院や、済生病
院、七日町等に行くことができます。
　料金は県立中央病院・済生病院まで５００円、
山形市街地まで６００円と一般のタクシーより
手軽です。また、車内で販売する回数券をご
利用いただくと、さらにお得にご利用できます。
　町内の停留所は、いずみ（ゆ・ら・ら前）、
ライズ（ヤマザワ中山店）、旭町（安藤医院前）
など９か所。月・水・金の週３日運行します。
簡単便利な地域の足として、スマイルグリー
ン号をぜひご利用ください。

スマイルグリーン号
　乗車する便と停留所を事前に予約し、他の利用者と
乗り合わせて目的地に向かいます。予約のないところ
には停まりませんので、利用の際は必ず電話での予約
をお願いします。

※�詳しい停留所の場所、時刻表、利用者登録や予約方法などの利用方法等については、１０月１日号のお
知らせ版折り込みチラシに掲載しています。

石子神社例大祭

　９月９日、石子神社（柳沢）で毎年恒例の例大祭
が行われました。
　石子神社は、子授け・安産の神が祀られており、
そのご利益が口伝えで広がり、町外・県外からの参
拝者も多く訪れます。
　この日は、町外から孫が無事に生まれたとお礼の
参拝に訪れた夫婦のほか、子授け、安産、子どもの
健やかな成長などを願う地元の方など、多くの人が
足を運び、それぞれ願いをこめて参拝していました。

　石子神社の拝殿にはた
くさんの石が祀られてい
ます。子を授かりたいと
願う夫婦には石をひとつ
貸し、子を授かったら川
原から石を拾い２つにし
て返すこととなっていま
す。

なかやま保育園運動会
　９月１７日、なかやま保育園の運動会が同園グラウン
ドで開催されました。
　園児たちは、会場にかけつけた保護者やおじいちゃ
ん、おばあちゃんに、かけっこやリレー、親子競技な

どでこれまでの練
習の成果を元気
いっぱい披露しま
した。
　恒例の年長児に
よる「あおぞら太鼓」の演奏では、全員の心をひとつに見事な演奏
を披露。観客席からは盛大な拍手が送られていました。
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　平成29年４月から町立なかやま保育園および小規模保育施設「ぴーすこども園（仮称）」（学校
法人長崎児玉学園ながさき幼稚園敷地内に平成29年４月開所予定）の利用を希望する方は、申込
書類に必要事項を記入し、証明書等の必要書類を添えて申し込んでください（詳細はお知らせ版
10月1日号をご覧ください）。
●受付日時　10月24日（月）午前９時～午後４時
●受付場所　保健福祉センター 検診ホール

平成29年度保育所等利用申し込みのご案内

※お問い合わせ先　町立なかやま保育園　☎６６２－２２１０
　　　　　　　　　健康福祉課福祉子育て支援Ｇ　☎６６２－２７０５

知事と語ろう市町村ミーティングin中山知事と語ろう市町村ミーティングin中山
が開催されます

　吉村美栄子知事が来町し、皆さんと県政について直接意見
交換をします。ぜひご参加ください。
●日　時　12月５日（月）午後１時30分～３時30分
●場　所　中央公民館大ホール
●対　象　中山町民
●その他
　・託児あり（希望する方は、11月30日（水）まで申し込ん
　　でください。なお、人数に制限があります。）
　・手話通訳希望の方は、手配の都合上10月31日（月）まで
　　ご連絡ください。

　吉村美栄子山形県知事

吉村知事へ質問してみませんか
　上記「知事と語ろう市町村ミーティング」において、町民の皆さんから吉村知事へ
の質問を募集します。
●応募資格　中山町在住で、当日会場で直接知事へ質問できる方
●質問内容　吉村県政に対するもの
●質問時間　３分以内
●応募方法　10月31日（月）まで、質問内容（質問するテーマについて簡略にまとめ
　　　　　　たもの）、住所、氏名、電話番号をご連絡ください。
　　　　　　※様式は自由です。郵送、ＦＡＸ、Eメールでの提出をお願いします。
●そ  の  他　応募多数の場合、人数を調整させていただきますのでご了承ください。

※お申込み・お問い合わせ先
　政策推進課地域情報Ｇ
　〒990-0492　中山町大字長崎120番地
　☎ ６６２－２２２３　ＦＡＸ ６６２－５１７６
　メールアドレス　joho@town.nakayama.yamagata.jp
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ひ
と
り
親
家
庭
に
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活
応
援

給
付
金
等
を
支
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し
ま
す
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い
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わ
せ
先

　
健
康
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祉
課
福
祉
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育
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援
Ｇ
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県
の
実
施
す
る
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
（
※
）
の
給
付
を
受
け
て
養
成
機
関
で
修

業
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家

庭
の
父
に
、
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
生
活
応
援
給
付
金

●
対
象　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
給

付
を
受
け
る
方

●
給
付
額　
月
額
５
万
円

●
必
要
書
類　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

の
給
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類

ひ
と
り
親
家
庭
住
ま
い
応
援
給
付
金

●
対
象　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
給

付
を
受
け
、
中
山
町
に
所
在
す
る
民
間
賃

貸
住
宅
（
公
営
住
宅
、
社
宅
等
を
除
く
）

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
他
の
公
的
制
度
に

よ
る
家
賃
補
助
等
を
受
け
な
い
方

●
給
付
額　
月
額
２
万
円
（
家
賃
が
２
万
円

に
満
た
な
い
場
合
は
家
賃
と
し
て
支
払
っ

た
額
）

●
必
要
書
類　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

の
給
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
係
る
賃
貸

借
契
約
書
の
写
し

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
と
は
…

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
が
、

　
１０
月
２３
日
（
日
）
午
前
８
時
４０
分
～
１１
時

に
、
町
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
道
路
に
通
行
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が
あ
り
ま
す
の
で

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
山
町
防
災
訓
練
を　
　
　

　
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
危
機
管
理
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

　

企
業
・
団
体
、
町
内
会
の
研
修
旅
行
な

ど
１０
人
以
上
の
名
古
屋
ツ
ア
ー
に
対
し

て
、
１
人
あ
た
り
往
復
６
０
０
０
円
（
片
道

３
０
０
０
円
）
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
助
成
条
件　
▼
山
形
～
名
古
屋
便
を
利
用

し
た
旅
行
で
あ
る
こ
と　
▼
１０
人
以
上
が

お
い
し
い
山
形
空
港
応
援　

ツ
ア
ー
助
成
金
に
つ
い
て

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

参
加
す
る
旅
行
で
あ
る
こ
と　
▼
市
町
村

等
の
呼
び
か
け
（
こ
の
お
知
ら
せ
版
の
記

事
）
に
応
じ
て
企
画
さ
れ
る
旅
行
で
あ
る

こ
と

●
助
成
期
間　

平
成
２９
年
２
月
２８
日
（
火
）

ま
で

●
申
請
方
法　
①
旅
行
前
に
ツ
ア
ー
の
概
要

（
日
程
・
人
数
等
）
が
わ
か
る
資
料
を
提

出
す
る　
②
旅
行
後
、
申
請
書
、
旅
行
概

要
、
対
象
者
が
搭
乗
し
た
こ
と
を
証
す
る

書
類
（
搭
乗
券
ま
た
は
搭
乗
案
内
）
を
提

出
す
る

●
そ
の
他　
山
形
空
港
利
用
拡
大
推
進
協
議

会
が
設
置
す
る
他
の
個
人
助
成
（
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、
旅
く
ら
ぶ
会
員
の
助
成

等
）
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

看
護
師
や
調
理
師
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め

に
専
門
学
校
な
ど
の
養
成
機
関
で
１
年
以
上

修
業
す
る
場
合
に
、
生
活
費
を
支
援
す
る
た

め
、
県
が
支
給
す
る
給
付
金
（
児
童
扶
養
手

当
受
給
水
準
の
所
得
の
方
が
対
象
）。

●
支
給
額　

町
民
税
非
課
税
世
帯
…
月
額

１０
万
円
、
町
民
税
課
税
世
帯
…
月
額 

７
万
５
０
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
村
山
総
合
支
庁
生
活

　
福
祉
課（
☎
０
２
３
７
‐
８
６
‐
８
２
１
２
）

●町県民税　　　　　　　３期
●国民健康保険税　　　　４期
●介護保険料　　　　　　４期
●後期高齢者医療保険料　４期

納期限　10月31日（月）
今 月 の 納 税 等

※税額に変更のある方については10月1４日（金）
に変更通知を発送しています。お手元に届い
た方は内容をご確認のうえ納付してください。

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ　☎662 - 2112
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左記の箇所が工事のため通行制限されます。
●工事箇所　町道中央公民館西線
●制限内容　作業時間帯片側通行
　　　　　　（午前９時～午後４時）
●制限期間
10月17日（月）から11月５日（土）まで

（天候等により変更となる場合があります）

※お問い合わせ先
　建設課建設整備Ｇ　☎６６２－２１１６

道路工事（舗装補修）に伴う通行制限について

　公募（一般競争入札）により売払いする予定
であった次の物件について、入札参加者がおり
ませんでしたので、今後は地方自治法施行令第
167条の２第１項第８号の規定に基づき先着順
により売払いをいたします。
　詳しくは町公式ホームページに掲載されてい
る町有地売払い【先着売払要領】を参照してく
ださい。

町有地の売払いについて

※お問い合わせ先　
　総務課財政管財Ｇ　☎６６２-２１１８

土地区分

地番
所在

面積

地目

予定価格
前用途

中山町大字長崎字新町
２４６番５

宅地

199.02㎡（公簿面積）

空地
５,９００,０００円

ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【10月15日～ 11月14日（9/29現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独占
　して使用されますので、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月前で終了します。
　 　※ご予約・お問い合わせ先
　　 総合体育館　☎６６２-２３００

期　日 使用コース 時　間　帯
10/16（日） Ｃコース 9:00 ～ 16:30
10/16（日） Ｆコース 8:30 ～ 14:00
10/19（水） Ｄ・Ｅ・Ｆコース 8:30 ～ 16:30
10/21（金） Ａ・Ｂコース 8:30 ～ 14:00

10/23（日） Ｆコース 8:30 ～ 16:30
10/30（日） Ａ・Ｂコース 8:30 ～ 13:00

10/23（日） 8:30 ～ 16:30Ａ・Ｂ・Ｃコース

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

中
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

や
ま
が
た
野
菜
料
理
教
室　

参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
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☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

●
日
時　
１１
月
１４
日
（
月
）
午
前
１０
時
３０
分

～
午
後
１
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
セ
ル
リ
ー
（
セ
ロ
リ
）
を
使
っ
た

料
理
（
調
理
実
習
３
品
…
セ
ル
リ
ー
の
き

ん
ぴ
ら
、
セ
ル
リ
ー
と
も
や
し
の
辛
子
和

え
、
セ
ル
リ
ー
の
葉
の
佃
煮
）

●
対
象
・
定
員　
町
内
在
住
の
方
・
２０
名
程
度

●
参
加
費　
１
０
０
円　

●
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
三
角
巾
（
頭
に
か

ぶ
る
も
の
）、
エ
プ
ロ
ン

●
申
込
期
間　
１０
月
１７
日（
月
）～
２８
日（
金
）

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議　
　

委
員
の
募
集
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
６
６
２
‐
２
７
０
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平
成
２６
年
に
策
定
し
た
「
中
山
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
実
施
状
況

芋煮会発祥の地ＰＲポロシャツ

　今年度からリニューアルした芋煮会発祥の地（元祖
芋煮会ｉｎ中山）のＰＲポロシャツについて、一般販
売の要望やお問い合わせを多数いただいています。
　現在、一般販売用ポロシャツの制作を進めており、
平成２９年６月頃の販売開始を予定しています。
　詳細は、決定次第お知らせします。
※お問い合わせ先　町観光協会　☎６６２‐２１１４

の販売予定について

等
に
つ
い
て
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
う
「
中

山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
任
期　
２
年

●
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
ま
た
は
役
場
総

合
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
応
募
用

紙
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
役
場
総
合
窓

口
に
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）。

●
締
切　
１０
月
３１
日
（
月
）
午
後
５
時

女性まつりに参加してみませんか
　中山町女性団体連絡協議会では、毎年２月１１日に開催している「女性まつり」への参加者を
募集します。ぜひこの機会に日頃の活動や手作り作品を披露、紹介してみませんか。皆様のご
参加をお待ちしております。

●日　　時　平成２９年２月１１日（土）午前９時～午後３時
●場　　所　中央公民館
●参加要件　中山町在住または中山町を中心に活動している個人や団体で、
　▼会場で「踊り」や「演奏」などを発表・披露
　▼「生産物・加工品」などを販売
　▼「フリーマーケット」にて出店
　▼「創作作品」等を展示または販売
　▼「体験コーナー」での指導　などをしていただける方を募集します。
●申込期限　１２月２２日（木）
◆準備から後片づけまでご協力いただけるようお願いします。

　　　※お申込み・お問い合わせ先
　　　　中山町女性団体連絡協議会事務局　（中央公民館内）  ☎６６２‐２２３５

中央公民館休館のお知らせ
　１１月７日（月）、中央公民館が全館休館にな
ります。この日は館内に入れませんので、ご
了承ください。　　　　　　　　　　　
　※お問い合わせ先
　　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２‐２２３５
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山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

『
フ
ァ
ー
ラ
』
事
業
の
ご
案
内

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

フ
ァ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

　
会
場
は
い
ず
れ
も
フ
ァ
ー
ラ
５
階
視
聴
覚

室
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
講
座

（
フ
ァ
ー
ラ
開
館
20
周
年
記
念
事
業
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
）】

●
日
時　
10
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

●
講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
が
み
理
事
長　
沼
野
慈 

氏
●
内
容　
「
地
域
づ
く
り
と
女
性
～
実
践
か

ら
み
（
視
）
え
る
男
女
共
同
参
画
～
」

【
健
康
講
座
「
心
と
か
ら
だ
を
整
え
る
産
後

の
セ
ル
フ
ケ
ア
～
ハ
ツ
ラ
ツ
マ
マ
で
い
る

た
め
に
～
」】

●
日
時　
10
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正

午
●
講
師　
エ
ン
ジ
ェ
ル
助
産
院
助
産
師　
齋

藤
範
子
氏

●
対
象
・
定
員　

出
産
後
（
何
年
で
も
可
）

の
女
性・先
着
20
名（
１
歳
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
は
一
緒
に
参
加
可
）

●
持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
、

赤
ち
ゃ
ん
の
敷
物
、
飲
み
物

●
服
装　
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー
ト
・

ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

【
市
民
企
画
講
座

　
　
　
　
　

 「
話
す
こ
と
っ
て
楽
し
い
！
」】

●
日
時　
11
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

●
講
師　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
前
川
孝

子
氏

●
内
容　
楽
し
く
話
せ
る
コ
ツ
を
身
に
つ
け

る
◆
詳
細
は
実
施
団
体
：
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
勉

強
会
「
紅
山
々
」（
鈴
木　

☎
６
２
３
‐

６
５
８
４
）
ま
で

芋煮会川柳コンテスト作品募集
　第９回元祖芋煮会in中山の一環として、芋煮会川柳コン
テストを開催します。「芋煮会」を題材とした川柳を１人一
句までご応募ください（詳細はお知らせ版10月１日号をご
覧ください）。
●応募締切　11月14日（月）必着
●応募方法　雅号（ペンネーム）、郵便番号、住所、氏名、年齢、

電話番号を、ハガキ、FAX、Eメールでお送りください。
※お問い合わせ・ご応募先
　元祖芋煮会in中山実行委員会事務局
　〒990-0492　山形県東村山郡中山町大字長崎120番地
　☎662-2114　FAX 662-5176
　メールアドレス kitekero@town.nakayama.yamagata.jp

台風10号災害義援金の受け付けについて
　台風10号により被災した岩手県の方々への義援金を次のとおり受け付けます。詳細はお知らせ版
10月１日号をご覧ください。

【日本赤十字社募金】
■保健福祉センターにおける受け付け
　10月26日（水）までに、健康福祉課（保健福祉センター内）へ義援金を持参してください。
■銀行振り込みによる受け付け
　振込先金融機関：岩手銀行 本店 普通預金 ０５００４４５
　口座名義：日本赤十字社岩手県支部　支部長　達

タ ッ ソ タ ク ヤ
増拓也

　受付期間：10月31日（月）まで
　※お問い合わせ先
　　日本赤十字社中山町分区事務局（健康福祉課福祉子育て支援Ｇ内）　☎６６２－２６７３

【岩手県共同募金会】
●募集期間　10月31日（月）まで
●口座名義人、義援金受入口座
　（１）社会福祉法人岩手県共同募金会岩手県台風10号大雨等災害義援金
　　　岩手銀行　本店　普通預金　２２４１８５３
　（２）岩手県共同募金会台風10号大雨災害義援金
　　　ゆうちょ銀行　００１３０‐２‐３８７４９７　※郵便局の窓口からの振替手数料は無料
　※お問い合わせ先
　　社会福祉法人岩手県共同募金会　☎01９‐63７‐8889　Fax 01９‐63７‐9712

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
～
行
政
・
人
権
・
心
配
ご
と
・
法
律
～

　
　
　

 

一
日
合
同
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
】

●
日
時　
10
月
26
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
弁
護
士
へ
の
相
談
は
午
後
１
時

30
分
～
３
時
）

●
場
所　
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

●
相
談
員　
町
心
配
ご
と
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
、
町
顧
問
弁
護

士
、
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
社
会
福

祉
士

●
内
容　
心
配
ご
と
、
人
権
に
関
す
る
こ
と
、

行
政
に
関
す
る
こ
と
、
法
律
相
談

●
相
談
料　
無
料

◆
弁
護
士
へ
の
相
談
の
み
予
約
制
で
す
の
で
、

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
単
身
高
齢
者
の
集
い
の
ご
案
内
】

●
日
時　
11
月
８
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午

後
１
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

●
対
象
・
定
員　
65
歳
以
上
の
町
民
で
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
・
30
名

●
内
容　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
お
話
、

い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
、
芋
煮
会

●
参
加
費　
２
０
０
円		


●
申
込
方
法　
10
月
25
日
（
火
）
ま
で
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
バ
ス
利

用
を
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ラ・フランスペタンク大会

参加者募集

●日時　11月13日（日）午前９時～午後４時
●会場　すぱーく中山　
●対象　２名１チーム（男女別なし混成可）
●定員　16チーム（先着順）　
●参加要件
　・ペタンクに興味のある方
　・紳士的な振る舞いができる方
●持ち物　
　参加費（2,000円／チーム）、ペタンクボー
ル（必要な方は事務局で用意します。ただし
事前申込みが必要です）、昼食等
●申込締切　11月５日（土）
●主催　中山町体育協会　ペタンク部　

※お申込み・お問い合わせ先
　大会事務局（布施）　
　メールアドレス　s0323@sky.plala.or.jp
　☎０９０－６６８５－６８５０

●日時　11月３日（木・文化の日）
　　　　午前８時３０分開会（雨天中止）
●場所　荘内銀行・日新製薬スタジアム

（山形県野球場）第２球場
●参加要件
　中山町民で編成されたチーム

（１チーム７名）
　①混合の部
　　小学生３名以上、一般（30歳以上）４名
　②一般の部
　　中学生以上で編成
●参加費
　1,000円／人
●申込期間
　10月15日（土）～25日（火）

　※お申込み・お問い合わせ先
　　総合体育館　☎６６２‐２  ３００

地域づくり研修会を開催します

地域づくりは人づくり
～協働のまちづくりのはじめの一歩～

　川西町吉島地区で、全国でも先進的な地域活動
を展開している髙橋由和氏（きらりよしじまネッ
トワーク事務局長、やまがた公益大賞・総務省全
国地域づくり大臣表彰受賞）を招いて講演してい
ただきます。
　私たちの住むまち、地域の未来へのヒントを一
緒に見つけてみませんか。
※町区長連絡協議会との共催事業です。

●日時　10月27日（木）
　　　　午後２時～４時30分
●場所　中央公民館大ホール
●対象　中山町民
◆申込み不要です。直接会場にお越しください。

※お問い合わせ先
　政策推進課地域情報Ｇ
　☎６６２‐２２２３　ＦＡＸ６６２‐５１７６

キックベースボール大会

参加者募集
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★通り慣れた道でも油断せずに、車に十分注意しましょう
★正しい場所（歩道、路側帯、道路の右側）を歩きましょう
★遠回りでも信号機のある場所や横断歩道を渡りましょう
★斜め横断はやめましょう
★夕方からの外出は明るい服装と夜光反射材を身につけましょう
★車に乗ったら全席でシートベルトを着用しましょう

夕暮れが早まるこれからの時期、高齢者の交通事故が多発します！

高齢者の交通事故防止推進強化月間　10月15日（土）～ 11月14日（月）

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 10/２5（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この
日時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合
はご連絡ください）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が

確認できるもの（個人番号カード、
通知カード等）と本人確認できる
もの（個人番号カード、運転免許
証等）

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

10/２5（火）
１０：３０～１１：３０

育児全般について、保健師または管理栄養士
が相談に応じます。前日まで電話でご連絡く
ださい。

定期健康相談 10/２5（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

乳 児 健 診

10/26（水）
１１か月児
１３：００集合
３か月児
１３：２０集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成２７年１１月・２８年７月生まれの子どもと前
回未受診の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ（１１か月児は歯ブラ
シも）

総 合 検 診

11/ ５（土）
受付時間

７：４０～９：３０ 保健福祉
センター
検診ホール

今年度未受診の方。今年度最終となります。
※送迎バス時刻
　向新田公民館７：１５、達磨寺村社前７：１８、東部
地区多目的センター（旭町）７：２３、中山町役場７：
２７、西小路公民館７：３０、中央公民館７：３４、小
塩構造改善センター７：４０、岡地区文化交流セン
ター７：４５、豊田地区農業集落多目的集会施設（土
橋）７：４８、大津商店前７：５２、西部地区公民館（金
沢）７：５５

11/17（木）
受付時間

７：４０～９：３０

・特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方
・申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください
●持ち物　問診票、検体採取容器、前年度または前々年度の特定健康診査結果、

検診料金。４０歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。
◆詳細は平成２８年度中山町健康診断実施のご案内をご覧ください（申し込んだ方
に送付しています）。

食 生 活 改 善
養 成 講 習 会

11/６（日）
受付時間

９：００～15：０0

保健福祉
センター
２階会議室

各地区養成員の方
●内　容　午前…生活習慣病予防の食生活、

調理実習、体脂肪測定（ストッキ
ングは着用しないでください）

　　　　　午後…軽運動
●持ち物　エプロン、三角巾、米８０ｇ、筆記

用具、テキスト（動きやすい服装、
ズックでお越しください）

◆出欠の連絡を１０月２８日（金）まで健康福祉
課健康づくりＧへご連絡ください。

【
中
山
公
園
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
の
ご
案
内
】

　
①
中
山
公
園
指
定
管
理
者
青
山
建
設
㈱
中

　
山
公
園
事
業
部
（
☎
６
６
２
‐
５
３
６
１
）

　

②
11
月
３
日
（
木
・
文
化
の
日
）　
③
中

山
公
園　

④
▼
ホ
ー
ム
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ

（
本
球
場
２
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
）　
▼
野
球
場

見
学
会
（
希
望
者
が
集
ま
り
次
第
随
時
開

催
。
見
学
所
要
時
間
20
分
）　

▼
雪
囲
い

教
室
（
開
催
時
間
…
午
前
10
時
～
、
定
員

20
名
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。）　
▼

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
で
遊
ぼ
う
（
集
合
場
所
…

本
球
場
正
面
玄
関
前
、
集
合
時
間
…
午
前

11
時
）　
▼
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
会

【
近
隣
市
町
耳
よ
り
情
報
】

☆
上
山
市
産
業
ま
つ
り
（
上
山
市
）

　
①
上
山
市
商
工
会
（
☎
６
７
２
‐
２
０
５

７
）　
②
11
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）

③
三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

④
上
山
市
、
名
取
市
の
特
産
品
の
販
売
や

上
山
が
誇
る
先
端
技
術
の
紹
介
、
楽
し
い

も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
東
南
村
山

商
工
会
広
域
連
携
協
議
会
コ
ー
ナ
ー
な
ど

注
目
イ
ベ
ン
ト
満
載

【
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
か
ら
】

　
①
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎
６
３
２

‐
８
９
７
６
）　
②
・
④
・
⑤
▼
自
衛
官

候
補
生
（
男
子
）　

受
付
期
間
…
11
月
19

日
（
土
）
～
平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）、

応
募
資
格
…
18
歳
以
上
27
歳
未
満
、
試
験

…
平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）　
▼
高
等

工
科
学
校
生
徒　
受
付
期
間
…
11
月
１
日

（
火
）
～
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）、
応

募
資
格
…
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
中
学
校

卒
業
者
（
見
込
み
の
者
を
含
む
）、
試
験

…
平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）　
⑧
説
明

会
…
11
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

【
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

 

in
や
ま
が
た
の
ご
案
内
】

　
①
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

　
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
（ gyoum

u@
fathering.

jp

）　
②
11
月
11
日
（
金
）・
12
日
（
土
）

③
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ　
④
▼
メ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ク
メ
ン
・
イ
ク
ボ
ス

が
拓
く
笑
顔
に
満
ち
た
社
会
～
少
子
化
社

会
克
服
の
た
め
に
～
」
11
月
12
日
（
土
）

午
後
３
時
～　

▼
分
科
会　

▼
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　

⑤
育
児
参
画
に
関
心
の
あ

る
全
て
の
方　

⑦
11
月
４
日
（
金
）
ま

で
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
３
２

‐
８
２
３
８
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。　

⑧
託
児
有
（
有
料
）、
定
員
等
要

件
あ
り
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（http://fj-zenkoku.net/

yam
agata/

）。

●日　時　10月22日（土）午前10時30分
～午後２時30分

●場　所　中央公民館調理実習室・第３会議室
●内　容　①「芋棒煮」の作り方および試食
　　　　　②「すもものアイスもなか」の試食
●持ち物　�参加費500円、筆記用具、エプロン、

三角巾、アイラップ５枚
◆�10月19日（水）まで電話で申し込んでくださ

い。
　※お申込み・お問い合わせ先
　　　中山町お箸の会（池田）

　☎６６２－６６２０

山形労働局から
　平成29年１月１日より、改正育児・介護
休業法、改正男女雇用機会均等法が施行さ
れます。

【主な改正点】
・介護休業の分割取得
・有期契約労働者の方の取得要件の緩和
・子の看護休暇の半日単位での取得
・上司、同僚からの妊娠、出産、育児・介

護休業等を理由とする嫌がらせ等を防止
する措置の事業主への義務付け　など

【ハラスメント特別相談窓口】
　山形労働局では、妊娠や出産等を理由と
するハラスメントに関して、働く人や事業
主の相談に対応する窓口を開設しています。
●受付時間　午前８時30分～午後５時15分
●電話番号　☎６２４- ８２２８

　※お問い合わせ先
　　　山形労働局雇用環境・均等室
　　　　　　　☎６２４－８２２８

☆
第
８
回
山
辺
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
山
辺
町
）

　
①
山
辺
町
商
工
会
（
☎
６
６
４
‐
５
９
３

９
）　

②
11
月
３
日
（
木
・
文
化
の
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　
③
山

辺
町
中
央
総
合
体
育
館
と
そ
の
周
辺　
④

地
場
産
業
展
、
町
内
農
産
物
直
売
、
ニ
ッ

ト
製
品
即
売
会
、
地
元
商
店
に
よ
る
大
商

業
市
な
ど

☆
第
５
回
や
ま
の
べ
星
ふ
る
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
山
辺
町
）

　
①
や
ま
の
べ
星
ふ
る
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
６
６
４
‐
７

　
２
６
３
）　
②
11
月
３
日（
木・文
化
の
日
）

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト　
③
山
辺
町
中
央
公

園
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）　
⑧
雨
天
決
行

２
時
、
場
所
…
▼
山
形
会
場
：
自
衛
隊
山

形
募
集
案
内
所　
▼
寒
河
江
会
場
：
寒
河

江
市
文
化
セ
ン
タ
ー

芋棒煮を作って食べてみませんか
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